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宇治高齢者事業団 こども１１０番のいえ  

 

本書は、宇治高齢者事業団が「こども 110 番のいえ」に協力する際の基本的な活動要領を、京

都府警察本部 少年課 ☎075-451-9111発行のマニュアルを参考にしてまとめたものです。 

 

 

 

 

 ｢こども１１０番のいえ｣とは、神戸市須磨区における小学生殺人事件など、子供

を対象とした痛ましい事件の発生を受けて、平成 9年 6月、京都府下における「こ

ども 110番のいえ」活動がスタートしました。 

「こども１１０番のいえ」は、子供たちが不審者からの「声かけ・つきまとい・ちか

ん」行為の被害等に遭うなどして、身に危険を感じて助けを求めてきた際に、 

◆ 警察官等が到着するまで、子供たちを一時的に保護する 

◆ １１０番通報をしたり、子供たちに電話を貸してあげる 

等の地域ぐるみで子供たちを犯罪から守るボランティア活動です。 

※ 市営駐輪場は、朝６時から夜１１時１５分まで開設しており、子供たちが安心して避難でき

るようにする上では、協力できる施設の一つと言えます。 

 

 
京都府警察本部 少年課発行のマニュアルには、「こども 110 番のいえ」に寄せられる地域住

民の方々からの信頼につながっているとして、これまで数多くの子供たちの安全と安心を守って

きた事例として以下の内容が紹介されています。 

①  不 審 者 事 案 

帰宅途中の小学生４人が「木の影に隠れてこちらを見てくる男がいる。」と言って、最寄りの「こ

ども１１０番のいえ」（商店）に駆け込みました。 

その「こども１１０番のいえ」では、子供たちを保護した上、学校に連絡するなど、親身な保護活動

を行いました。 

②  公然わいせつ事案 

通学途中の女子中学生が「バイクにまたがった男が下半身を露出していた。」と言って、最寄り

の「こども１１０番のいえ」（一般民家）に駆け込みました。 

その「こども１１０番のいえ」では、女子中学生を保護した上、直ちに１１０番通報をするなど、迅

速的確な対応をしました。 
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1. あいさつ・声かけをしましょう 

子供たちとのコミュニケーションを大切にしましょう。 

２．玄関まわりの整理整頓をしましょう 

子供たちが駆け込みやすい環境づくりに努めましょう。 

３．緊急時の連絡先を調べておきましょう 

地元警察署や近くの学校等の電話番号は、すぐにわかるようにしておきましょう。 

４．誰でも対応できるようにしましょう 

全ての（従業員）と活動要領を共有しましょう。 

５．地域安全情報を活用しましょう 

地域でどんな犯罪が発生しているかを知っておきましょう。 
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  以上の内容を熟知し、地域貢献を果たしましょう。 

                                  一般社団法人宇治高齢者事業団 


